














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6 5 8 1シ リーズ

デジタル ・ マルチ メータ

取扱説明書

13. 2 校正に必要な機器

本器の外部校正には、 以下の機器が必要です。

・基準直流電圧発生器：

・基準抵抗器
・ケーブル

9～l lV 

9～l lkQ 

入力ケーブル（A01035) 2本

1 3. 2 校正に必要な機器

本器の測定確度は、 相対確度にて示してあります。 校正機器の確度は追加誤差となるの

で、 できる限り高い精度にて校正された物を使用して下さい。

日本の国家標準に対する株式会社エーディーシーのトレーサビリティは、 以下のようになります。

直流電圧

抵抗

13. 3 校正手順

0. 9 PPM 

3. 1 PPM 

13. 3. 1 校正を行う前に

(1) 電源および周波数

電源は 90V ～llOV, 103V～132V, 198V～24 2V, 207V～250Vの範囲、 周波数は 50Hz

または60Hzの交流電源を使用して下さい。

(2) 校正時の環境

校正は以下の環境にて行って下さい。

温度 ： 十23°C ± 3°C以内で安定しているところ

湿度 : 65%RH以下

ほこり、 振動、 風、 雑音（EM l等）の生じない場所

(3) 予熱時間

校正を行う前に 4時間以上の予熱時間をとって下さい。

また、 校正に必要な機器も規定の予熱時間をとって下さい。

13. 3. 2 外部校正（EXT. CAL) 

〔校正項目〕

外部校正は、 以下のの 4つのルーチンよりなります。

•FRONT ZERO 

・REAR ZERO 

・D CV 

・OHM

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

”OHM”は、 抵抗測定、 直流電流測定、 交流電流測定用の校正データの作成を行うので、

それ以外の測定ファンクシ ョ ンにて使用する場合は、 省略することができます。

13 2 。70330















6 5 8 1シ リーズ

デジタル ・ マルチ メータ

YES NO 

EXT CAL OHM EX ECUTE ? 

取扱説明書

13目3 校正手Ill買

回目 を用いて”YES” にカーソル

ENTER 

（点滅部）を移動し、 口 を押

します。

校正を中止したい場合は、 ”NO”に

カーソル（点滅部）を移動し、

ENTER 

口 を押します。

CAL実行中は、 ディスプレイに” EXTCALIBRATING” または” INT CALIBRATING＇’ 

の文字が点滅します。

ディスプレイに”S ELECTSOURC E” が表示されると、 OHM外部校正は終了です。

HOME 

ロ キーを押すと測定表示に戻ります。

HOME 

CALを途中で取りやめたい場合は、 ロ キーを押します。 このときCALデー

タは、 前回設定されたデータとなります。

OHM外部校正の実行に約3分30秒かかります。

13. 3. 3 内部自動校正（ I NT. CAL) 

〔内部自動校正(INT.CAL）を行うとき〕

内部自動校正を行う必要があるときは、 前回の内部自動校正が行われて士1 °C以上の

温度変化があったときとき、 または24時間以上たったときです。 内部自動校正実行後、

本器のスペックは保証されます。

本器には、 内部温度測定機能があり、 外部校正、 および内部自動校正の内部温度は、

自動的に記録されています。 これらのデータは、 リモート状態にてクエリ ・ コマンドを

用いることにより、 呼び出すことができます。 （〔13. 6 校正データ〕の参照）

そのデータと、 現在の内部温度とを比較して内部校正の目安にして下さい。

現在の内部温度測定については、 〔4. 7内部温度表示〕を参照して下さい。

〔校正項目〕

内部自動校正は、 以下の 4つのルーチンよりなります。

•ALL

・DCV 

・OHM

・AC

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

’＇DCV” は、 他のファンクシ ョ ンの校正にも必要です。 内部自動校正を行うときは必ず

実行して下さい。

”OHM” は、 抵抗測定、 直流電流測定、 交流電流測定用の校正データの作成を行うので、
それ以外の測定ファンクシ ョ ンにて使用する場合は、 省略することができます。

”AC”は、 交流電圧測定， 交流電流測定用の校正データの作成を行うので、 それ以外の

測定ファンクシ ョ ンにて使用する場合は、 省略することができます。

13 9 。70330


























































































































































































